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これから梅雨の時期を迎えますが、

山地災害に備えるためには、

何に気をつけたら

いいですか？

Ｑ.
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新
緑
の
候
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
治

山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
で
は
県
下
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
治
山
災
害
で
は
31
億
円
を
超
え
る

被
害
と
な
っ
た
ほ
か
、
林
道
等
に
お
い

て
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧

に
向
け
、
市
町
村
等
と
連
携
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
県
は
、
県
土
の
約
７
割
が
森
林
に

覆
わ
れ
、
先
人
の
ご
努
力
に
よ
り
県
内

一
円
に
多
様
な
森
林
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
は
、
木
材
の
生
産
、

水
源
の
涵か
ん
よ
う養

、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
防

　

新
緑
が
鮮
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
研

究
所
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
に
森
林
経
営
管
理
法

が
成
立
し
、
本
年
度
か
ら
市
町
村
を
中

心
と
す
る
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度

が
始
動
す
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
森
林
研
究
所
に
お
い

て
も
、
本
年
度
は
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
に
再
編
統
合
さ
れ
て
か
ら
10
年
目

と
な
り
、
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

森
林
研
究
所
は
、
昭
和
27
年
に
林
業

試
験
場
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
、
開

設
当
時
の
苗
木
生
産
拠
点
と
し
て
の
貢

献
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
時
代
の
要
請

治山課長

大倉  隆之

森林研究所長

佐藤  朗

止
、
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
防
止
、
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
様
々
な
機

能
を
有
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
の
上

か
ら
も
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
創
造
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

民
有
林
の
約
４
割
を
占
め
る
人
工
林

の
多
く
が
主
伐
可
能
な
林
齢
に
達
し
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
森
林
の
整
備
や
治
山
施
設

の
設
置
、
森
林
病
害
虫
の
防
除
等
を
通

じ
て
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
本
県
林
業
の
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
間
伐
と
林
道
等
に
よ
る
路
網

整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
で
は
、
小
面

積
の
皆
伐
を
進
め
、
少
花
粉
品
種
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
再
造
林
す
る
こ
と
で
齢

級
構
成
の
平
準
化
と
花
粉
発
生
源
対
策

を
同
時
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
の
推
進

と
併
せ
、
保
安
林
の
適
正
な
管
理
や
林

地
の
開
発
指
導
、
山
火
事
予
防
対
策
な

ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
は
、
森
林

所
有
者
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
応
じ
た
様
々
な
成
果
を
上
げ
な
が
ら

本
県
の
林
業
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
森
林
・
林
業
に
お
け
る
新

た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
の
皆

様
の
要
請
に
沿
っ
た
実
用
的
な
研
究
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
少
花
粉
ス
ギ
等
の
生
育

状
況
調
査
」
「
シ
カ
被
害
軽
減
に
向
け
た

防
除
技
術
の
研
究
」
「
軸
組
耐
力
壁
用
途

と
し
て
の
県
産
ヒ
ノ
キ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
性
能
評

価
」
「
香
り
を
評
価
指
標
と
す
る
ヒ
ノ
キ

材
人
工
乾
燥
条
件
の
検
討
」
な
ど
、
林

業
研
究
室
と
木
材
加
工
研
究
室
で
合
わ

せ
て
18
の
研
究
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
技
術
普
及
指
導
の
拠
点

と
し
て
、
従
来
の
担
い
手
対
策
研
修
に

加
え
、
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
職
員

等
を
対
象
と
し
た
研
修
に
も
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
林
業
・
木
材
産
業
の
現

場
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
試
験
研
究
や
技
術
普
及
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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一
　
は
じ
め
に

　

中
国
勝
山
駅
か
ら
姫
新
線
沿
い
に
新

見
方
面
に
車
を
走
ら
す
こ
と
30
分
、
真

庭
市
清
谷
地
内
に
入
る
と
道
の
左
右
に

樹
齢
の
大
き
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
が
現

れ
、
ひ
と
き
わ
荘
厳
な
空
気
に
包
ま
れ

ま
す
。
間
も
な
く
す
る
と
戸と

だ田
顕け

ん

じ治
さ

ん
所
有
の
ヒ
ノ
キ
林
（
樹
齢
１
２
７
年
、

面
積
約
１
㌶
）
が
あ
り
、
地
名
を
と
っ
て

「
稲い
な
り
び
ら

荷
平
の
桧
ひ
の
き
や
ま

山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

二
　
沿
革

　

当
地
域
の
ヒ
ノ
キ
の
植
林
は
、
明
治

20
年
頃
、
戸
田
さ
ん
の
曾
祖
父
の
弟
に

あ
た
る
故
戸
田
彦
太
郎
氏
が
、
各
地
の

先
進
林
業
地
を
見
て
回
り
、
当
地
が
植

林
地
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

私
財
を
投
じ
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
苗
木

を
育
て
、
人
々
に
無
償
で
配
布
し
て
、

吉
野
林
業
を
モ
デ
ル
に
し
た
植
林
を
促

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

氏
は
、
明
治
35
年
に
富
山
村
と
井
原
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
富
原
村
の
初
代

の
村
長
と
し
て
、
「
村
有
林
百
町
歩
の
造

林
計
画
」
を
打
ち
出
し
、
村
政
の
大
き

な
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

氏
の
志
は
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
、

富
原
地
区
に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
次
々

に
植
え
ら
れ
、
い
つ
し
か
「
富
原
林
業
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
造

成
さ
れ
た
森
林
か
ら
は
良
質
な
木
材
が

生
産
さ
れ
、
そ
の
原
木
を
加
工
す
る
た

め
、
月
田
地
内
を
中
心
に
製
材
所
や
木

材
市
場
が
で
き
、
真
庭
の
木
材
産
業
は

地
域
の
一
大
産
業
に
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

今
で
も

氏
の
生
前

の
徳
を
称

え
顕
彰
碑

が
富
原
小

学
校
の
敷

地
内
に
建

て
ら
れ
て

い
ま
す
。

三
　
林
分
状
況
と
施
業
歴

　

「
21
世
紀
お
か
や
ま
の
新
し
い
森
育
成

指
針
報
告
書
（
平
成
14
年
３
月
）
」
に
よ

る
と
、
業
者
に
施
業
を
依
頼
し
、
間
伐

は
、
大
正
８
年
か
ら
昭
和
63
年
の
間
に

５
回
、
間
伐
率
約
20
％
で
行
わ
れ
、
林

分
状
況
（
平
成
13
年
調
査
）
は
、
㌶
当

た
り
３
３
１
本
、
平
均
樹
高
31
．
６
ｍ
、

平
均
胸
高
直
径
44
．
６
㎝
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
20
年
間
は
４
～
５
年
に
１

回
程
度
の
抜
き
伐
り
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

直
近
で
は
、
平
成
26
年
で
、
原
木
市

場
へ
出
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
３
本
を
普
及
指

導
員
が
林
地
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
樹

高
は
32
、
33
、
34
ｍ
、
胸
高
直
径
47
、

50
、
52
㎝
で
し
た
。
採
材
は
、
長
さ
３
、

４
ｍ
、
６
ｍ
を
組
み
合
わ
せ
、
一
本
の

木
か
ら
多
い
も
の
で
６
番
玉
ま
で
収
穫

さ
れ
、
伐
採
木
の
中
に
は
、
寺
院
の
建

築
用
材
と
し
て
引
き
合
い
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

下
層
に
は
、
カ
シ
類
等
の
常
緑
広
葉

樹
が
育
っ
て
お
り
、
林
床
豊
か
な
長
伐

期
施
業
の
モ
デ
ル
的
な
林
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

四
　
最
近
の
取
組

　

顕
治
さ
ん
は
、
県
立
高
梁
城
南
高
等

学
校
の
校
外
学
習
や
県
南
の
住
宅
会
社

が
企
画
す
る
見
学
ツ
ア
ー
を
例
年
受
け

入
れ
、
高
校
生
や
マ
イ
ホ
ー
ム
を
考
え

て
い
る
ご
家
族
た
ち
に
、
富
原
林
業
の

歴
史
や
森
林
、
林
業
の
大
切
さ
等
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
顕
治
さ

ん
と
と
も
に
、
大
切
に
育
ま
れ
た
桧
山

も
、
重
要
な
語
り
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
　
最
後
に

　

先
人
の
熱
い
志
か
ら
始
ま
っ
た
富
原

の
森
づ
く
り
は
、
明
治
か
ら
始
ま
り
、

令
和
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
「
稲
荷
平

の
桧
山
」
が
長
伐
期
施
業
の
一
つ
の
姿

で
あ
る
こ
と
を
普
及
指
導
員
は
十
分
に

認
識
し
、
後
世
へ
語
り
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
真
庭
普
及
指
導
区　

難
波　

武
博
）

戸田彦太郎氏の顕彰碑

「稲荷平の桧山」の位置と周辺の状況

校外学習の受け入れ

　

稲い
な
り
び
ら

荷
平
の
桧
ひ
の
き
や
ま
山　

　
　
　
　
【
真
庭
普
及
指
導
区
】

大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
お
か
や
ま
の
森

　
　

人
の
技
が
光
る
森
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●おかやまの木で家づくり支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【担当課：林政課林業木材班】

　環境への負荷が少なく再生可能な循環型資源である県産材を積極的に使っていただくため、県産乾燥

材等を使用して住宅を新築・改修する施工業者を対象に助成金を交付します。

　１　助成対象者　県内に住宅を新築または改修される施工業者（大工・工務店等）

　２　主な採択条件

　（１）木造住宅の新築

　　　　 建築主が居住するために建築される新築の一戸建ての木造住宅で主要構造

部材に県産乾燥材を８㎥以上、または県産森林認証材を４㎥以上使用する

住宅

　（２）平成30年７月豪雨災害により被災した住宅の改修

　　　　建築主が居住するために改修される住宅で、主要構造部材等に県産森林認証材を２㎥以上使用する住宅

　３　助成金額

　
　４　申込先　（一社）岡山県木材組合連合会

●県産材利用促進対策事業

　公共施設等の展示効果の高い建築物に、ＣＬＴを含む県産材を使用した

木造化や内外装の整備、木製品導入等を支援します。

　１　 助成対象者　 県内に公共建築物や多数の集客が見込まれるなどＰＲ効果の高

い施設を整備する者

　２　主な採択条件

　　・木材利用促進のための普及啓発の実施・協力が可能であること

　　・県産材使用量（材積）のうち概ね30％以上が森林認証材であること

　３　支援内容・補助率

　
　４　問い合わせ先　各県民局森林企画課

●おかやま木づかいサポート事業

　公共建築物等を整備する市町村や民間事業者を対象に、ＣＬＴを含む木

造建築に関するセミナーや現地見学会を開催するほか、県産材の利活用に

関する相談窓口を開設し、技術的な助言・指導を行う専門家を派遣します。

　１　事業主体　岡山県（委託）

●東京2020五輪大会おかやま県産材活用事業

　県産材のＰＲとブランド力向上を図るため、東京2020五輪

大会選村ビレッジプラザ整備への提供及び大会終了後の後
あと

利

用に必要な木材の加工・運搬等を実施します。

　１　事業主体　岡山県（委託）

区　　　　　分 一戸当たり助成額

①新築…県産乾燥材を使用 （定額）20万円 

②新築…県産森林認証材を使用 （３万円／㎥）12～24万円 

③平成30年７月豪雨災害被災住宅の改修…県産森林認証材を使用 （３万円／㎥）６～24万円

区　　　　　分 補助率（補助上限額）

①設計支援…県産材を主要構造材に使用する建築物の設計費 １／２以内（200万円／施設)

②木造化支援…主要構造材に使用する県産材の材料費、加工費等 １／２以内（500万円／施設)

③木質化支援…内外装に使用する県産材の材料費、加工費等 １／２以内（200万円／施設)

④木製品導入支援…県産材を使用した木製品費等の購入費、材料費等 １／２以内（200万円／施設)

2018年10月時点のイメージ/©Tokyo2020

令和元年度主要事業の紹介
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●新たな森林管理システム市町村等支援事業　　　　　　　　　　　　　  【担当課：林政課普及指導班他】

　本年４月から森林経営管理法が施行され、市町村が中心的役割を果たして森林の適正な経営管理を進

める森林経営管理制度が新たに設けられたところです。これを受け、県では、今年度から県に譲与され

る森林環境譲与税を活用し、市町村への支援を総合的に実施していきます。

　
　１　推進体制支援

　　・県と市町村との連携推進会議の設置・開催

　　・ 市町村職員や市町村が雇用する支援員（アドバイザー）、意向調査を市町村から受託する森林組合等を対象

とした研修の実施

　　・ （公社）おかやまの森整備公社による専門的人材の紹介（林業技術者等の人材バンク）や技術相談、林業経

営に適さない森林の管理受託体制の構築

　２　森林管理データ整備・活用

　　・市町村と共有している森林資源・地図等情報（森林クラウド）の機能充実

　３　林業経営体の育成

　　・林業経営に適した森林の受け皿となる経営体の公募等や経営者の研修

　　・ 森林研究所（勝央町）内に林業技術研修施設の整備等を行い、市町村職員や林業従事者等の人材育成研修環

境を充実

●快適森林環境創出事業　　　　　　　　　　　　　　　　　  【担当課：治山課造林班・林政課森林経営班】

　荒廃した里山林等を人が心地よい姿へ整備するとともに、松くい虫の被害林等において被害木等を伐

採し健全な姿に再生することにより、安全で快適な森林環境を創出し、併せて森林の持つ公益的な機能

の回復を図ります。

　
［里山林等再生事業］※林政課

　１　事業主体　森林組合

　２　事業内容　 不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整理、ベンチの設置等（補助率：

定額）

［松くい虫被害林再生（被害跡地更新）］※林政課

　１　事業主体　森林組合

　２　事業内容　過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理）（補助率：定額）

　※［松くい虫被害林再生（被害松林危険木伐倒）］は、市町村提案型森づくり事業へ移行

●ナラ枯れ被害拡大防止総合対策事業

　ナラ枯れ被害が発生している市町村又は発生するおそれのある市町村において、森林の若返りによる

病虫害に強い森林づくりの推進等、ナラ枯れ被害拡大防止に向けた対策を総合的に実施します。

　
［ナラ枯れ被害林再生（広葉樹利用促進）］※林政課

　１　事業主体　（１）森林組合、木材生産業者等

　　　　　　　　（２）しいたけ生産業者等

　　　　　　　　（３）市町村、森林組合

　２　事業内容　（１）ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の運搬

　　　　　　　　（２）ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の倒木接種

　　　　　　　　（３）大径広葉樹の利用促進に必要な実証経費（補助率：定額）

［ナラ枯れ被害林再生（広葉樹保全再生）］※治山課

　１　事業主体　（１）市町村

　２　事業内容　（１）重要なナラ林等を保全するための樹幹注入

　　　　　　　　（２）カシノナガキクイムシの生息密度低減のための誘引捕殺

　　　　　　　　（３）被害木等の伐倒・整理薬剤処理

　　　　　　　　（４）ナラ枯れ被害木の調査（補助率：定額）
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●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業　　　　　　　　　　　　  【担当課：林政課普及指導班】

　人工林の豊富な森林資源を活用して林業のサイクルを循環させ、成長産業化につなげていくために

は、知識と技術を備えた優れた担い手が必要不可欠であることから、市町村等と連携した担い手対策へ

の支援等により担い手の確保・育成を図ります。

［晴れの国おかやまの林業就業促進事業］

　１　事業主体　県、（公財）岡山県林業振興基金

　２　事業内容

　　　 Ｉターン等の就業希望者への働きかけとして就業相談の実施や林業の特色を

生かした地域活動の展開、各種広報媒体を通じた就業促進に向けた情報発信

への取り組み（補助率：定額）

［林業インターンシップ促進事業］

　１　高性能林業機械現地研修

　（１）事業主体　県

　（２）事業内容　林業関係学科の高校生等を対象とした林業技術に関する学習機会の提供

　２　林業事業体等によるインターンシップ

　（１）事業主体　林業事業体等

　（２）事業内容

　　　　高校生を対象とした林業事業体での就業体験に係る経費の支援

　　　　（補助率：定額　10万円上限）

［林業担い手育成総合対策事業］

　１　事業主体　（公財）岡山県林業振興基金

　２　事業内容

　（１）ニューフォレスター育成支援

　　　・職場内研修支援

　　　　　認定事業体等の新規就業者への職場内研修への支援（補助率等：１人当たり月額７万円）

　　　・技術習得支援

　　　　　認定事業体等の現場作業員が、各種技能講習を受講する経費支援（補助率等：定額）

　（２）安全装備等の導入支援

　　　　チェーンソー作業用防護衣、防音ヘルメット等の導入支援（補助率：１/ ２以内）

　（３）林業退職金共済制度への支援

　　　　林退共の掛金の一部助成（補助率：１/ ８以内）

［森林作業道作設オペレーター育成総合対策事業］

　１　事業主体　県

　２　事業内容　森林作業道作設を推進するオペレーター等の育成研修

　　　・基礎研修

　　　・応用研修

　　　・作設技術向上研修

［伐採技術向上対策事業］

　１　事業主体　県

　２　事業内容　 林業事業体の現場指導者を対象とする伐倒技術、指導技術等の向

上のための実地研修

［林業労働安全衛生推進事業］

　１　事業主体　林業・木材製造業労働災害防止協会

　２　事業内容　 災害防止のための巡回指導、労働安全衛生２会議の開催への支援

（補助率等：定額）
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●林道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】

　林業経営の合理化や、間伐など森林整備の促進、山村地域の振興を図る

うえで基幹的な施設となる林道の開設・改良・舗装を計画的に推進します。

●治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】

　山地災害から県土を保全し、森林の公益的機能の維持・向上や、良好な

生活環境の保全・形成を図るため、治山施設の設置による防　災対策や荒

廃森林の整備を計画的に実施します。

●造林事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：治山課造林班】

　森林の有する水源涵
かん

養、地球温暖化防止などの公益的機能を持続的に

発揮させるため、間伐を中心とした適切な森林整備を継続的に実施する

とともに、小面積皆伐による少花粉スギ等への植替えを促進し、齢級構

成の平準化を図るなど、健全で多様な森づくりを推進します。

　特に間伐については、平成25年度から取り組んでいる第８期間伐計画「お

かやまの森づくり間伐推進５カ年計画」を平成31年度まで２年間延長して

おり、造林補助事業や県民税事業等を活用し計画的な事業推進を図ります。

　①造林事業【国庫】

　②おかやま元気な森づくり推進事業【おかやま森づくり県民税】

　③少花粉スギ・ヒノキ普及促進事業【おかやま森づくり県民税】

路　線　数 総　延　長 林 道 密 度

1,382路線 2,138㎞ 4.8ｍ／ha

・林道の現況（平成30年度末見込）

事　業　名 平成31年度計画

治山事業（国庫補助分） 50箇所

森林維持管理事業 18箇所



（ 8 ）

りんせい　No.465　2019.  5

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
普

及
連
携
部
普
及
推
進
課
林
業
普
及
推
進

班
）
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
市
町
村

が
取
り
組
む
森
林
経
営
管
理
制
度
の
支

援
と
し
て
、
新
た
に
市
町
村
職
員
や
施

業
を
担
う
認
定
事
業
体
等
を
対
象
と
し

た
研
修
を
、
従
来
の
研
修
に
加
え
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

一
　
市
町
村
職
員
等
向
け
研
修

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
業
務

を
担
当
す
る
市
町
村
職
員
及
び
地
域
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
対
象
に
、
森
林
・

林
業
全
般
に
係
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

○
研
修
①
（
森
林
・
林
業
総
論
、
制
度
等
）

　

【
人
数
】
20
人

　

【
時
期
】
５
月
24
日

○
研
修
②
（
森
林
整
備
・
路
網
整
備
）

　

【
人
数
】
20
人

　

【
時
期
】
７
月
18
日

○
研
修
③
（
森
林
法
、
森
林
経
営
、

　
　
　
　
　

伐
木
造
材
等
）

　

【
人
数
】
20
人

　

【
時
期
】
９
月
18
日

○
研
修
④
（
林
地
台
帳
、
森
林G

IS

）

　

【
人
数
】
各
10
人

　

【
時
期
】
11
月
14
日
・
15
日

二
　
森
林
組
合
・
林
業
経
営
体
職
員

　
　
向
け
研
修

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
業
務

を
担
当
す
る
森
林
組
合
や
民
間
の
林
業

経
営
体
の
職
員
等
を
対
象
と
し
、
制
度

が
理
解
で
き
る
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

○
森
林
経
営
管
理
制
度
全
般

　

【
人
数
】
各
15
人

　

【
時
期
】
７
月
２
日
（
森
林
組
合
）

　
　
　
　

７
月
４
日
（
林
業
経
営
体
）

○
説
明
力
向
上
・
情
報
発
信

　

【
人
数
】
15
人

　

【
時
期
】
９
月
（
森
林
組
合
）

○
指
導
技
術
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

【
人
数
】
30
人

　

【
時
期
】
10
月

（
森
林
組
合
・
林
業
経
営
体
）

三
　
林
業
経
営
者
向
け
研
修

　

林
業
経
営
体
の
経
営
者
等
を
対
象
と

し
、
安
定
的
な
経
営
を
継
続
す
る
た
め

の
知
識
を
備
え
、
実
行
可
能
な
経
営
者

を
育
成
し
ま
す
。

○
組
織
運
営
（
人
材
育
成
、

安
全
管
理
等
）　
　

　

【
人
数
】
各
20
人

　

【
時
期
】
10
月
（
森
林
組
合
）

　
　
　
　

10
月
（
林
業
経
営
体
）

○
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

　

【
人
数
】
30
人

　

【
時
期
】
10
月

（
森
林
組
合
・
林
業
経
営
体
）

○
川
中
・
川
下
と
の
連
携

　

【
人
数
】
30
人

　

【
時
期
】
11
月

（
森
林
組
合
・
林
業
経
営
体
）

■
森
林
作
業
道
作
設

　
　
　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
研
修

　

林
業
の
経
営
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、

災
害
に
強
く
、
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
地
形
に
応
じ
た
森
林
作
業

道
を
作
設
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
道
づ
く
り
に
必
要
な
施
工
技
術
を
有

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
及
び
そ
の
指
導
者

を
育
成
し
ま
す
。

○
応
用
研
修

　

【
人
数
】
８
人

　

【
時
期
】
10
月
１
～
４
日

○
指
導
者
育
成
研
修
（
作
設
技
術
向
上
）

　

【
人
数
】
10
人

　

【
時
期
】
３
月

　

こ
の
よ
う
に
新
た
に
研
修
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
受
講
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

県
主
催
の
今
年
度
の
研
修
計
画

こ
れ
か
ら
募
集
を
行
う
既
存
研
修
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※詳細は申込先にお問い合わせください。

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

小型移動式クレーン運転
岡山 ７月18、19日

津山 ５月30、31日

玉掛け
岡山 ６月13、14日、７月11、12日 一般社団法人　岡山労働基準協会

TEL（086）225−3571津山 ５月27、28日

フォークリフト運転
岡山 ６月５日、７月３日

津山 ５月29日

不整地運搬車 岡山 ６月25、26日
キャタピラー教習所(株)
岡山教習センター
TEL（086）272−0001

伐木（特別教育） 津山 ６月17、18日、７月２、３日

刈払（安全衛生教育）

岡山 ７月17日 一般社団法人　岡山労働基準協会
TEL（086）225−3571津山 ６月10日、７月29日

新見 ６月11日

はい作業主任者 倉敷 ６月５、６日
陸上貨物運送業労働災害防止協会
岡山支部　TEL（086）234−1332

林業架線作業主任者（免許） 福山 ６月11日
中国四国安全衛生技術センター
TEL（084）954−4661

皆伐・再造林促進支援事業のご案内 岡山県森林組合連合会

「伐って・使って・植えて・育てる」

再造林費についてはha当り上限10万円、

下刈り費は上限５万円を５年間助成します。

詳細につきましては、当連合会各支所又は

最寄りの森林組合へご相談ください。

～林業経営を応援します～

（※森林組合の連絡先等は
　 岡山県森連ホームページにあります。）

技能講習会の開催（５月〜７月）
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期　　　日 申 込 期 間 会　　　　　場

令和元年６月14日（金） ４月22日〜５月31日
津山市総合福祉会館
所在地：津山市山北520

令和元年７月21日（日） ４月22日〜７月５日
倉敷市民公民館
所在地：倉敷市本町17-1

令和元年９月12日（木） ４月22日〜８月29日
体験学習施設百花プラザ
所在地：岡山市東区西大寺南1-2-3

令和元年11月29日（金） ４月22日〜11月15日
グリーンヒルズ津山リージョンセンター
所在地：津山市太田920

　受験手続き等詳細な手続きにつきましては、下記へお気軽にお問い合わせください。

　○岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室　　（ 0 8 6 ） 2 2 6 − 7 4 3 9

　○岡山県備前県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 ） 2 3 3 − 9 8 3 2

　○岡山県備中県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 ） 4 3 4 − 7 0 5 2

　○岡山県美作県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 8 ） 2 3 − 1 3 8 4

令和元年度狩猟免許試験のご案内

お問い合わせ先
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樹　　　種 寸　　　　　法 等級 区分 安値　〜　高値（円/㎥）

ス　ギ
正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 53,000（直送）〜58,000（市場）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 53,000（直送）〜58,000（市場）

ヒノキ

正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 65,000〜68,000（背割無）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 60,000〜65,000

正角４ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 65,000〜70,000

正角４ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 63,000〜65,000

マ　ツ 平角４ｍ　10.5〜12㎝×15〜18㎝ 一等 Ｋ 75,000

米マツ
正角３ｍ、４ｍ　10.5㎝角 特等 Ｇ 58,000〜60,000

平角３ｍ、４ｍ　10.5×15〜21㎝ 特等 Ｇ 62,000

北洋アカマツ タルキ４ｍ　3.8㎝角 特等 Ｋ 70,000〜75,000

ホワイトウッド 間柱３ｍ　2.7㎝×10.5㎝ 特等 Ｋ 60,000〜

概況 　連休前の駆け込み需要は今ひとつながら、10.5㎝角柱土台は直需向けに安定した引き合いが見られる
ことから、産地市場への委託材も指値は強気のまま。

　　　外材、輸入材はＫＤ材平角や集成材が弱気配ながら、高値玉が残っていることもあり横這い。
注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

製　材（５月）  

林 産 物 市 況

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

３ｍ

14〜16 10.5 ―

檜

３ｍ

14〜16 19 16

18〜20 10.5 ― 18〜20 18 16

22〜28 10 ― 22上 16 15

４ｍ
18〜22 10 ―

４ｍ

14〜18 17 16

24〜28 10 ― 20〜22 16 14.5

６ｍ 16〜18 13 ― 24〜28 16 14.5

松
３ｍ 18〜22 12 8

６ｍ
16 25 18

４ｍ 18〜22 12 8 18〜20 30 20

・出荷材積　　　　　約1,600㎥

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

木　材（４月26日）  単位：千円／㎥

檜概況：

　並材は全般に横這いで、構造材は３ｍが有利

　元木は、品痛みをする時期を前に当用買いで、

　控え気味の相場

【３ｍ】　　　　　　【４ｍ】

柱　材　保合い　　柱　材　保合い

中目材　保合い　　中目材　弱含み

元　木　保合い　　元　木　弱持合

（共販所より概況）

杉概況：

　並材は３ｍ、４ｍ共に横這い

　元木は、当用買いで軟調相場

　当分は弱保合で推移

【３ｍ】　　　　　　【４ｍ】

柱　材　保合い　　中目材　保合い

中目材　保合い　　元　木　弱含み

松概況：

　全般的に弱気。時期的に需要が少なく弱気が続いている。



（ 12 ）

りんせい　No.465　2019.  5



（ 13 ）

りんせい　No.465　2019.  5

◎
会
員
及
び
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森
林
・

林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を
お

持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
０
―
８
５
７
０

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
―
４
―
６

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内

　

電
話
０
８
６
―
２
２
６
―
７
４
５
１

　

ま
た
は

〒
７
１
７
―
０
０
１
３

　

真
庭
市
勝
山
１
８
８
４
―
２

　

森
林
研
究
所 
木
材
加
工
研
究
室
内

　

電
話
０
８
６
７
―
４
４
―
３
３
６
７

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

出典：「日本に山地災害が多いわけ」林野庁http://www.rinya.maff.go.jp/j/saigai/saigai/con_1.html

  【会員の特典】

①　県内情報誌「林声」年間６冊

②　全国情報誌「林業新知識」12冊

③　 全国林業改良普及協会発行の専

門誌が定価の２割引で購入可能

④　関係イベントの案内

※年会費2,500円です。

●
こ
の
春
か
ら
林
声
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
号
か
ら
表
紙
～
特
集

が
「
大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
お
か
や
ま

の
森
」
（
人
の
技
が
光
る
森
）
に
な
り
ま

し
た
。
各
地
域
の
管
理
さ
れ
て
き
た
様
々

な
ス
タ
イ
ル
の
森
林
（
篤
林
家
の
美
林

や
人
工
広
葉
樹
林
な
ど
）
や
そ
れ
ら
の

管
理
を
担
っ
て
き
た
方
々
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
（
Ｏ
）

◆
「
令
和
」
最
初
の
林
声
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
に

森
林
・
林
業
に
関
す
る
身
近
な
話
題
や

情
報
、
技
術
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
Ｓ
）

ぼ
っ
け
ー 
に
な
る
情
報

Ａ
．
昨
年
７
月
の
豪
雨
な
ど
、
近
年
、

猛
烈
な
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
山
地
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
日
々
の
平
穏
な

生
活
を
脅
か
す
事
態
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

山
地
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
箇
所
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
、
普
段
か
ら
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
を
「
山

地
災
害
危
険
地
区
」
と
し
て
把
握
し
て

お
り
、
そ
の
数
は
約
６
千
４
百
箇
所
に

も
上
り
ま
す
。

　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
位
置
情
報
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
お
か
や
ま
全
県
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
」
の
防
災
情
報
の
中
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
や
避
難

行
動
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

://w
w

w
.g

is.p
ref.ok

ay
am

a.jp
/

p
ref-ok

ay
am

a/P
ortal

（
農
林
水
産
部
治
山
課
）

　
　
編
集
後
記
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令
和
元
年
五
月
一
日
（
第
四
六
五
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

林

声

岡
山
県
林
政
課
内
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
│
四
│
六

編
集

発
行

〒700-8570

　
岡
山
市
北
区
御
津
野
々
口
に
、
平
成

31
年
３
月
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
構
造
体
と
し
た

（
有
）Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
野

々

口

シ

ョ

ー

ル
ー
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
屋
根
や
外
壁
、
化
粧
梁
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が

59
立
方
㍍
使
用
さ
れ
た
平
屋
建
て
で
す
。

設
計
に
は
、
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民

税
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
促
進
支
援

事
業
が
、
ま
た
、
建
物
本
体
に
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大
事
業
（
一
般
社
団

法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会
助
成
事
業
）

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
物
と
い
う
と
箱
形
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
で
は
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
加
工
し
て
曲
線
を
用

い
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
柔
ら
か

な
外
観
と
な
っ
て
お
り
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
き
な

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
山
普
及
指
導
区
）

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介


